


建設中の調整池

地
域
住
民
と
と
も
に

2やまなし 議会だよりしょうわ No.159
平成25年10月22日発行

平成25年9月1日、昭和町議会災害対策本部設置要綱に基づき、第2回防災訓練を行いまし
た。水害が想定される各現場を調査し、また町の事業である常永土地区画整理地内の調整池
工事視察を加え、町民の皆さまにもご参加をいただきました。

常永土地区画整理事業内にある4
カ所の調整池（※）の一つ。近隣の
住民の方も集まり、区画整理課職
員の説明のもと、現場見学を行う。

常永土地区画整理地内2号調整池視察

下流域の洪水を防ぐため、雨水を
一時的に貯留し、下流域河川の水
位が下がったことを確認後、貯留
された雨水を自動制御ポンプによ
り放流するシステム。2号調整池
の貯留量は7,700立方メートル。

※調整池とは…



釜無川左岸より

河西地内

釜無川決壊、氾濫状況確認

古代から起こる富士川（釜無川）の大洪
水に対し、武田信玄公が築いた堤防の一部。
甲斐市から旧田富町（現中央市）にかけ
て一の堤、二の堤、三の堤と続き九の堤
まで築かれていた。幾重にも連なる堤の
眺めが、まるで春霞がたなびくように美
しかったことが名の由来と言われている。

かすみ堤現場調査

『
大
正
拾
参
年
四
月
八
日
竣
工
』

と
刻
印
さ
れ
て
い
る

らん

はる がすみ



※数値は端数調整してあるため
　合計が一致しない場合があります。

歳入合計
75億1863万円

自 主
財
源

（77.177.1％）％）（77.1％）

依存財
源

（22.922.9％）％）（22.9％）

町税
44億4787万円

国庫支出金
7億3150万円

県支出金
4億5816万円

繰入金
6億5015万円

繰越金　3億9455万円
分担金/負担金　1億8114万円
使用料/手数料　6465万円

諸収入他　5971万円

地方消費税交付金他
3億5844万円

町債
1億7240万円

（内訳）
町民税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税

17億3992万円

23億7045万円

2億9805万円

3945万円

歳出合計
71億9419万円

民生費
21億2307万円

土木費
12億402万円

総務費
8億9439万円

教育費
7億6442万円

諸支出金
6億3491万円

公債費
5億9690万円

衛生費
4億6145万円

農林水産費　1億3647万円
議会費　9614万円
商工費　1922万円
その他　203万円

消防費　2億6117万円

◆基金（預金）の累積残額

◆町債（借金）の累積残額
［一般会計］
［下水道事業］

［合　　計］

　28億2835万円（1人当たり 15万円）

68億5528万円
61億6155万円

（1人当たり
（1人当たり

37万円）
33万円）

130億1683万円（1人当たり 70万円）



特別会
計を含

めると

約　59万
円　使いま

した。

町民１
人あた

り

約39
万円

Ｈ25
.3.31

現在

人口 1
8,51

5人

（単位：千円以下切捨て）

　決算特別委員会は、9月9日から18日まで開催されました。

　第3回定例会で決算特別委員会に付託された、一般会計、国民健康保険、後期高齢

者医療、介護保険、介護サービス、下水道事業、渇水対策事業特別会計に対し、監査

委員の意見書及び各課長から説明を受けました。いずれも慎重審査の結果、賛成多数

で認定されました。（一般会計、国民健康保険特別会計 / 反対：深澤平助議員）

平成24年度決算のあらまし
　一般会計は約71億9419万円、特別会計は6つの会計を合わせて
約36億8351万円となり、計約108億7770万円の歳出決算となり
ました。平成23年度と比べて約1.02％増加しています。これに対
し歳入決算は、歳出決算を約4億3268万円上回る、約113億1038
万円となりました。経常収支比率（※）では、前年度より0.3％増
加し、84.1％となりました。

　義務的経常経費（人件費や扶助費、公債費など）に一般
財源収入がどの程度充当されているのかを示すもの。
町村では70％程度が望ましい。

経常収支比率とは

教育費

・小中学校費

・学校給食費

・温水プール運営費

2億5393万円

1億5548万円

7737万円

土木費

・常永土地区画整理事業負担金

・道路維持費

・押原公園指定管理委託

1億4000万円

8355万円

2084万円

諸支出金

・基金積立金
6億3491万円

衛生費

・中巨摩地区広域事務組合負担金

・人間ドックほか健康診査委託

・一般廃棄物収集運搬処理

1億3740万円

4897万円

5754万円

民生費
・保育所運営費

・自立支援給付費

・子育て支援医療費

5億7684万円

1億6833万円

8133万円

総務費

・総合行政情報システム保守

・保養施設委託料
3764万円

270万円

消防費ほか
・甲府地区広域事務組合負担金

・避難所防災備品

・町商工会育成事業補助金

2億528万円

266万円

867万円

公債費
（借金返済）

5億9690万円



　
各
会
計
予
算
に
計
上
さ
れ
た

事
務
事
業
は
、
順
調
な
成
果
を

収
め
て
い
る
が
、
今
後
と
も
業

務
の
適
正
か
つ
効
率
的
執
行
に

努
め
ら
れ
た
い
。

①
財
政
力
指
数
は
1
・
1
2
1
、

経
常
収
支
比
率
は
84
・
1
％
で
、

硬
直
化
傾
向
の
数
値
と
な
っ
て

お
り
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
に

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

②
一
般
会
計
歳
入
で
は
、
町
民

税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
る
。
予
算
の
10
％

に
及
ぶ
滞
納
は
、
厳
し
い
財
政

運
営
が
懸
念
さ
れ
、
専
従
で
き

る
人
的
配
置
を
含
め
、
全
庁
体

制
で
の
取
り
組
み
と
対
応
策
を

早
急
に
検
討
さ
れ
た
い
。

③
釜
無
・
国
母
両
工
業
団
地
企

業
か
ら
の
法
人
税
、
固
定
資
産

の
税
収
は
大
き
い
が
、
撤
退
や

減
収
減
益
が
懸
念
さ
れ
、
何
ら

か
の
支
援
策
も
必
要
。
ま
た
、

各
種
補
助
、
助
成
等
の
事
業
や

団
体
に
対
し
継
続
的
な
見
直
し
、

補
助
の
必
要
性
、
額
の
妥
当
性
、

事
業
内
容
等
を
十
分
検
証
し
、

バ
ラ
ン
ス
あ
る
行
政
施
策
が
必

要
で
あ
る
。

④
教
育
関
係
で
は
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
非
行
等
に
つ
い
て
、

児
童
生
徒
の
状
況
把
握
に
万
全

を
期
し
、
学
力
、
体
力
が
一
層

養
え
る
教
育
指
導
を
願
う
。

⑤
費
用
対
効
果
お
よ
び
行
政
運

営
上
、
真
に
必
要
が
あ
る
か
十

分
検
証
し
、
健
全
財
政
維
持
を

最
優
先
課
題
と
し
て
、
均
衡
あ

る
発
展
と
町
民
に
分
か
り
や
す

い
規
律
あ
る
財
政
運
営
、
全
庁

的
な
経
費
削
減
に
対
す
る
取
り

組
み
や
事
務
事
業
の
効
率
化
や

職
場
の
活
性
化
を
図
り
、
町
民

福
祉
の
充
実
を
推
進
す
る
た
め
、

更
な
る
努
力
を
要
望
す
る
。

石
原
　
政
彦

福
島
　
正
明

監
査
委
員

（※反対：深澤平助議員）※数値は端数調整してあるため合計が一致しない場合があります。

　平成24年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率は、
いずれの指標も基準を下回っているため、健全であるといえます。

実質公債比率は23年度と比べ0.4％増加
しました。将来負担比率は23年度より
4.8％減少し、実質的な標準財政規模に
対する負担比率は低くなりました。
実質公債費比率・将来負担比率ともに
比率が小さいほど財政状況は良いと判
断します。

財政健全化判断比率（％）

財政力指数（単年）

H24H23H22

1.121.151.09

※地方自治体の財政力を示す指数。
　3カ年平均で１未満の場合に交付団体になる。

平
成
25
年
8
月
1
日
か
ら
9
日
ま
で
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
と
意
見

実質公債費比率 将来負担比率

10.1

25.00

55.4

350.00

比　率

早期健全化基準

平成24年度特別会計決算 （単位：千円以下切捨て）

会　計　名 歳入総額 歳出総額 結果

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護サービス特別会計

下水道事業特別会計

渇水対策事業特別会計

17億9556万円

1億2273万円

7億6466万円

1372万円

10億8871万円

635万円

17億2219万円

1億2238万円

7億5532万円

1345万円

10億6395万円

619万円

全
員
賛
成
で
認
定

賛成14
反対1



み
ん
な
と
や
れ
ば
楽
し
い

平成24年度決算質疑

決算審査特別委員会

通
所
リ
ハ
ビ
リ
が

少
な
い
の
は

業
務
委
託
を
な
ぜ

見
落
と
し
た
の
か

　
　
　
　
　
　
常
永
小
・
押
原

中
の
休
日
夜
間
巡
回
警
備
業
務

委
託
料
返
還
金
が
出
て
い
る
が
、

な
ぜ
業
務
内
容
を
見
落
と
し
た

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
業
者
内
の

事
務
引
き
継
ぎ
、
お
よ
び
学
校

の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
に
よ

る
も
の
。

　
　
　
　
　
監
査
委
員
よ
り
指

摘
さ
れ
た
事
項
で
も
あ
る
。
業

者
と
学
校
も
含
め
、
学
校
教
育

課
に
は
再
発
防
止
の
徹
底
、
管

理
体
制
を
強
化
す
る
よ
う
注
意

し
た
。

　
　
　
　
　
　
非
常
時
の
町
営

住
宅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
停
止
を

想
定
し
た
こ
と
を
、
防
災
訓
練

に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

貯
水
槽
に
あ
る
消
火
栓
を
実
際

に
使
用
す
る
こ
と
も
訓
練
時
に

加
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
防
災
訓
練

に
つ
い
て
は
建
設
課
と
検
討
し

て
い
き
た
い
。
消
火
栓
使
用
は

消
防
団
と
話
し
合
い
、
災
害
時

に
使
用
で
き
る
よ
う
、
訓
練
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
西
条
小
と
押
原

小
と
で
は
教
育
費
に
大
差
が
あ

る
が
、
要
因
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
管
理

費
に
お
け
る
、
人
件
費
や
修
繕

費
に
変
動
が
み
ら
れ
る
た
め
。

　
　
　
　
　
　
公
園
費
の
委
託

料
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
る
業
務
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
に
あ

る
ほ
と
ん
ど
の
公
園
の
除
草
、

ご
み
収
集
を
委
託
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
収
入
未
済
額

の
件
数
は
。
ま
た
そ
の
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
24
年

度
分
に
つ
い
て
は
10
件
。
今
も

な
お
徴
収
に
伺
っ
て
い
る
。
滞

納
繰
越
分
は
3
件
の
う
ち
1
件

は
徴
収
済
。
残
り
2
件
は
生
活

に
苦
労
さ
れ
て
い
る
方
で
、
土

地
等
を
手
放
し
た
こ
と
に
よ
る

賦
課
の
た
め
徴
収
に
苦
慮
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
中
で
、
通
所
介
護
の
利
用
に

対
し
通
所
リ
ハ
ビ
リ
が
少
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
事
業

が
あ
る
な
ら
ば
、
Ｐ
Ｒ
活
動
や

啓
蒙
等
も
必
要
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
初
の

計
画
に
対
す
る
利
用
者
の
実
績
。

理
由
は
不
明
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
向
上
の
た
め
、
各
サ
ー

ビ
ス
業
者
が
行
っ
て
い
る
内
容

を
理
解
し
、
各
自
に
合
っ
た
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
周
知
し
て
い
き
た
い
。

非常時に使用可能な貯水槽・消火栓

い
き
い
き
健
康
課
長

企
画
財
政
課
長

河
住
議
員

福
島
議
員

教
育
長

学
校
教
育
課
長

石
原
議
員

深
澤（
平
）議
員

町
民
窓
口
課
長

学
校
教
育
課
長

都
市
整
備
課
長

河
田
議
員

中
澤
議
員

三
井
議
員



　
平
成
25
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
3
日
か
ら
18
日
ま
で
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
長
提
出
の
平
成
25
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
3
件
の
ほ
か
、
教
育
委
員

の
任
命
1
件
、
条
例
の
改
正
・
制
定
3
件
、
そ
の
他
1
件
の
計
8
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
6
人
の
議
員
が
12
件
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
ま
し
た
。

　一般会計は、繰入金・前年度繰越金等を財源とするほか、法人

の平成24年度決算による減額に伴い、一般財政調整基金を取り崩

し2億657万円の増額、総額を75億1902万円としました。

　補正の主な事業としては、保育園増築による補助や、青年就農

給付金などです。

一般会計一般会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

特別会計補正予算特別会計補正予算 全員賛成で可決全員賛成で可決

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

……874万円増

………1120万円増

（総額・18億474万円）

（総額・7億7837万円）

町民憲章朗読

杉
浦
醫
院



常永小に続き設置される貯水槽

・
職
員
給
与
条
例
中
改
正
の
件

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
い
、

条
例
中
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
手
当
」

を
追
加
す
る
も
の
。

・
手
数
料
条
例
改
正

　
県
よ
り
岩
石
採
取
計
画
と
砂

利
採
取
計
画
の
権
限
委
譲
に
伴

う
一
部
改
正
。

・
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

　
制
定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関

す
る
施
策
の
推
進
に
対
し
、
調

査
審
議
す
る
た
め
の
条
例
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
西
条
小
学
校
地
内
耐
震
性
貯

　
水
槽
設
置
工
事
請
負
契
約
締

　
結

請
負
者
　
井
口
工
業
株
式
会
社

※
全
員
賛
成
で
可
決

※
任
期
4
年
。

※
全
員
賛
成
で
同
意

・
請
願
者

　
昭
和
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
・
小
中
学
校
校
長
会
・
教
頭
会

　
山
梨
県
教
職
員
組
合
中
巨
摩
支
部

﹇
要
旨
﹈

一
、
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ
と
。
具
体
的
学
級
規
模
は
、

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
豊
か
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た

　
め
30
人
以
下
学
級
と
す
る
こ
と
。

一
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
と
も
に
、
国
負
担

　
割
合
を
2
分
の
1
に
復
元
す
る
こ
と
。

一
、
教
育
条
件
の
格
差
解
消
を
図
る
た
め
、
地
方
交
付
税
を

　
含
む
国
に
お
け
る
教
育
予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
。

・
紹
介
議
員
　
深
澤
克
男
議
員

・
提
出
先

　
内
閣
総
理
大
臣
　
内
閣
官
房
長
官
　
総
務
大
臣

　
財
務
大
臣
　
文
部
科
学
大
臣

※
全
員
賛
成
で
採
択
さ
れ
、
意
見
書
を
国
へ
提
出

30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書

教
育
委
員
に

太
田
　
學
氏
　
任
命

お
お

ま
な
ぶ

た

清水新居476番地

子ども・子育て支援法の規定に

基づき、基礎自治体（市町村）が

主体となり、地域のニーズに合っ

た計画を策定し、給付・事業を

進めていくもの。

「子ども・子育て会議」って？



9
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

総
務
常
任
委
員
会

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

※
協
働
政
策
評
価
の
検
討
項
目
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

河
田
議
員
　
新
し
く
契
約
す
る

日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
協
同
組
合
と
、

ど
の
よ
う
な
契
約
を
結
ぶ
の
か
。

野
中
議
員
　
会
社
の
事
業
内
容

は
。

総
務
課
長
　
送
電
設
備
は
東
電

の
も
の
で
、
電
力
供
給
の
み
の

契
約
。
安
く
供
給
で
き
、
事
故

の
場
合
は
、
再
度
東
電
か
ら
の

供
給
に
切
り
替
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
会
社
で
は
な
く
、
太
陽
光

や
火
力
発
電
な
ど
余
剰
電
力
を

扱
う
組
合
。

公
共
施
設
の

電
力
供
給
切
替
は

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

深
澤
（
平
）
議
員
　
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に

お
け
る
委
員
を
公
募
す
る
考
え
は
な
い
か
。

福
祉
課
長
　
公
募
で
2
人
予
定
し
て
い
る
。

深
澤
（
克
）
議
員
　
概
要
に
は
幼
稚
園
・
保
育

園
な
ど
の
保
育
施
設
に
利
用
定
員
を
定
め
る
、

と
あ
る
が
実
質
的
に
実
行
で
き
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
保
育
園
は
定
員
の
2
割
増
ま
で
の

対
応
を
し
て
い
る
。
今
後
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
結

果
に
よ
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

三
井
議
員
　
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
は
ど
の
よ

う
な
時
に
招
集
さ
れ
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
、
5
年
を
1

期
と
し
た
事
業
計
画
を
定
め
る
。
そ
の
間
も
会

議
は
開
催
し
、
制
定
後
も
見
直
し
や
変
更
等
が

出
た
と
き
に
は
、
随
時
招
集
す
る
。

深
澤
（
平
）
議
員
　
学
校
管
理
費
の
中
の
水
道

水
の
異
臭
は
、
飲
用
水
と
し
て
問
題
は
な
い
の

か
。
ま
た
水
質
検
査
は
行
っ
た
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
大
量
に
飲
ま
な
い
限
り
健
康

に
支
障
は
な
い
。
7
月
1
日
に
水
質
検
査
を
行

い
、
異
臭
の
原
因
で
あ
る
物
質
が
検
出
さ
れ
た
。

平
成
25
年
度
よ
り
浄
水
器
を
設
置
し
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
内
容
は

深
澤（
平
）議
員
　
今
後
の
方
針
と
し
て
人
員
配
置
、
財
源
の
確

保
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。

町
民
窓
口
課
長
　
現
状
の
課
員
で
は
成
り
立
た
な
い
た
め
増
員

が
課
題
と
な
る
。
今
後
も
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
中
で
、
長
期

を
見
据
え
た
財
源
確
保
が
必
要
と
な
る
。

深
澤（
克
）議
員
　
償
還
払
い
は
重
度
障
害
者
に
は
自
動
償
還
払

い
が
で
き
て
い
る
の
に
、
健
常
高
齢
者
に
対
し
て
で
き
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

町
民
窓
口
課
長
　
重
度
障
害
者
の
自
動
償
還
払
い
制
度
は
全
県

下
で
負
担
し
合
い
、
国
保
連
と
共
同
で
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て

い
る
。
町
単
独
で
行
う
の
は
難
し
い
。

高
齢
者
医
療
費
の
無
料
化

深
澤（
平
）議
員
　
中
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
昭

和
町
以
外
の
全
町
村
が
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
。

福
島
議
員
　
こ
れ
ま
で
町
民
に
還
元
す
る
意
味
で
、
税
金
を
い

ろ
い
ろ
な
事
業
に
使
っ
て
き
た
が
、
今
こ
そ
補
助
金
等
の
見
直

し
を
し
っ
か
り
行
い
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。

副
町
長
　
確
か
に
県
内
町
村
の
中
で
は
、
昭
和
町
の
み
が
小
学

生
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
近
隣
市
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
み

な
が
ら
、
継
続
課
題
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
の
拡
充

活発な委員会



産
業
土
木
常
任
委
員
会

9
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

福
島
議
員
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
冊
子
が
2
0
0
部
で

1
6
0
万
と
は
高
す
ぎ
な
い
か
。

都
市
整
備
課
長
　
主
に
デ
ザ
イ
ン

構
成
等
に
か
か
る
。
業
者
選
定
を

慎
重
に
行
い
、
発
注
し
た
い
。

田
中
議
員
　
区
画
整
理
事
業
の
中

で
調
整
池
4
カ
所
の
管
理
は
。
ま

た
総
予
算
と
年
間
の
経
費
は
ど
の

く
ら
い
か
。

区
画
整
理
課
長
　
出
来
上
が
っ
て

い
る
1
・
3
・
4
号
調
整
池
に
つ

い
て
は
建
設
課
が
管
理
し
て
い
る
。

ポ
ン
プ
稼
動
に
伴
う
電
気
料
や
維

持
管
理
費
と
し
て
、
土
砂
の
処
理

代
等
が
か
か
っ
て
く
る
。
4
つ
の

調
整
池
設
置
事
業
の
総
予
算
は
14

億
5
千
万
円
ほ
ど
。
（
町
負
担
約

4
億
3
千
万
円
、
常
永
土
地
区
画

整
理
組
合
負
担
約
10
億
2
千
万
円
）

年
間
経
費
は
お
お
よ
そ
電
気
料
で

は
約
65
万
円
、
土
砂
搬
出
工
事
と

し
て
は
約
3
4
0
万
円
と
見
込
む
。

中
澤
議
員
　
昭
和
町
産
ブ
ラ
ン
ド

米
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
へ
の
補
助
対
策
の

予
算
が
足
り
な
い
と
聞
い
た
が
。

環
境
経
済
課
長
　
10
月
末
こ
ろ
に

数
量
が
確
定
す
る
の
で
、
12
月
議

会
で
予
算
補
正
を
予
定
し
て
い
る
。

福
島
議
員
　
町
道
30
号
線
の
進
捗

状
況
は
。

建
設
課
長
　
平
成
28
年
度
末
供
用

開
始
。
現
在
、
地
権
者
と
協
議
中
。

水
源
対
策
特
別
委
員
会

ど
う
し
て
こ
ん
な
に

金
額
が
高
い
の
か

井
戸
設
置
時
、
町
職
員
は
立
ち
合
っ
て
い
る
の
か

福
島
議
員
　
井
戸
設
置
届
出
書
の

申
請
に
対
し
、
き
ち
ん
と
審
査
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
井
戸
設
置
工

事
の
際
、
町
職
員
も
立
ち
会
い
を

し
て
い
る
の
か
。

深
澤
（
平
）
議
員
　
工
事
の
際
に
立

ち
会
う
こ
と
を
条
例
等
に
加
え
た

ら
ど
う
か
。

環
境
経
済
課
長
　
審
査
は
き
ち
ん

と
行
っ
て
い
る
。
立
ち
合
い
に
つ

い
て
条
例
に
加
え
る
か
は
今
後
検

討
し
た
い
。

深
澤
（
平
）
議
員
　
補
償
井
戸
の
築

地
第
1
号
の
稼
動
に
伴
い
、
予
備

費
か
ら
電
気
料
へ
充
当
し
た
よ
う

だ
が
、
い
つ
か
ら
か
。

環
境
経
済
課
長
　
8
月
か
ら
の
請
求
。

河
田
議
員
　
8
月
か
ら
の
請
求
に

対
す
る
使
用
期
間
は
い
つ
か
ら
に

な
る
の
か
。

環
境
経
済
課
長
　
7
月
18
日
か
ら

8
月
19
日
ま
で
の
分
。

井戸掘削工事の様子



河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

平
成
24
年
度
の
施
政
方

針
で
3
つ
の
重
点
事
業

と
し
て
、

①
災
害
時
に
お
け
る
防
災
対
策
の

強
化
。

②
教
育
指
導
主
事
配
置
に
よ
る
昭

和
教
育
の
推
進
。

③
協
働
政
策
評
価
に
よ
る
事
業
の

見
直
し
。

ま
た
、
10
の
具
体
的
施
策
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
事
業
の
進
捗
状
況
と
成
果
は
。

一
般
行
政
関
係
と
し
て

防
災
備
蓄
品
の
整
備
や

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
、
防
災

行
政
無
線
放
送
塔
の
増
築
の
実
施
、

町
道
の
整
備
と
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
関
係
で
は
ひ

と
づ
く
り
の
具
現
化
や
、
学
校
現

場
か
ら
の
意
見
聴
取
の
充
実
、
小

学
校
へ
の
情
報
教
育
を
推
進
。
文

化
協
会
の
支
援
や
杉
浦
醫
院
の
保

存
整
備
事
業
が
行
わ
れ
、
町
民
の

文
化
的
・
健
康
的
な
生
活
を
応
援

し
て
い
る
。
ま
た
、
町
内
12
地
区

を
歩
き
、
町
民
と
ひ
ざ
を
ま
じ
え

て
対
話
を
重
ね
、
町
の
政
策
や
方

向
性
を
積
極
的
に
公
表
し
、
町
民

の
考
え
る
力
や
、
主
体
的
で
自
主

的
な
活
動
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
必
要
性
を
、
機
会
あ
る
ご
と
に

話
し
て
き
た
。

　
引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ま
と
の

対
話
町
政
を
推
進
し
、
昭
和
町
に

住
む
こ
と
に
誇
り
と
幸
せ
を
感
じ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

熱
中
症
に
対
す
る
町
の

啓
発
活
動
は
。
今
夏
、

熱
中
症
が
死
亡
原
因
の
方
は
い
た

の
か
。
公
共
施
設
の
冷
房
化
率
と

今
後
の
見
通
し
は
。

日
中
家
に
い
る
高
齢
者

が
最
も
発
症
リ
ス
ク
が

高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
町
内
で

は
6
人
が
搬
送
さ
れ
、
2
人
の
死

亡
を
確
認
し
て
い
る
。
気
温
が
35

度
を
超
え
る
「
猛
暑
日
」
は
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
気
温
の
変
化
に
基
づ
き
、

防
災
放
送
で
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

公
共
施
設
の
冷
房
化
は
、
体
育
館

を
除
き
冷
房
化
し
て
い
る
。
熱
中

症
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
世
帯
等
へ
の
訪
問
や
電
話
連
絡

の
実
施
、
生
き
が
い
ク
ラ
ブ
や
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
へ
の
注
意
喚
起
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
各
種

啓
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

﹇
そ
の
他
の
質
問
﹈

Q
役
場
職
員
の
町
内
居
住
対
策
は
。

A
採
用
試
験
で
条
件
を
付
け
て
い
る
。

町
長

町
長

河
住

河
住 リ

ア
ル
タ
イ
ム
に

注
意
喚
起

災
害
と
し
て
の

熱
中
症
対
策
は

本会議の議事録はホームページで公開しています。議会事務局でも閲覧できます。

平
成
24
年
度
施
政
方
針
の

進
捗
状
況
と
成
果
は

引
き
続
き
対
話
町
政
を

推
進
し
た
い

町
民
と
町
長
の
対
話
集
会



石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

14
年
後
の
2
0
2
7
年

に
リ
ニ
ア
が
開
通
す
る
。

利
用
目
的
と
町
の
特
性
が
マ
ッ
チ

し
た
分
野
や
、
隣
接
自
治
体
の
観

光
地
や
施
設
に
必
要
な
交
通
網
に

着
目
し
、
リ
ニ
ア
活
用
構
想
を
練

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
町

の
住
み
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
国

の
機
関
や
本
社
、
研
究
施
設
の
誘

致
な
ど
、
勤
務
者
と
家
族
の
生
活

す
る
場
を
セ
ッ
ト
で
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
も
必
要
だ
。
そ
こ
で
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
構
想
や
方
針
、

県
や
甲
府
市
と
の
職
員
の
人
事
交

流
を
含
め
た
連
携
に
つ
い
て
町
は

ど
う
考
え
る
の
か
。

リ
ニ
ア
駅
が
設
置
さ
れ

る
甲
府
市
と
の
連
携
は

不
可
欠
で
あ
り
、
他
の
自
治
体
と

連
携
し
、
広
域
的
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
来
年
4
月
に

は
甲
府
市
と
人
事
交
流
を
通
じ
て

情
報
交
換
を
行
い
、
将
来
、
市
街

地
形
成
が
可
能
に
な
っ
た
場
合
、

教
育
研
究
機
関
や
企
業
誘
致
、
住

宅
地
の
形
成
に
も
取
り
組
み
た
い
。

ま
ず
リ
ニ
ア
を
活
用
し
た
昭
和
町

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
積

極
的
な
情
報
収
集
と
近
隣
市
と
の

連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　

リ
ニ
ア
新
駅
と
甲
府
駅

周
辺
を
結
ぶ
新
交
通
シ

ス
テ
ム
に
、
ど
う
か
か
わ
っ
て
い

く
の
か
、
国
母
駅
・
常
永
駅
と
周

辺
の
道
路
交
通
網
の
整
備
を
ど
の

よ
う
に
絡
め
て
い
く
の
か
、
そ
の

方
向
性
は
。リ

ニ
ア
新
駅
と
町
を
結

ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
の
早

期
実
現
が
重
要
だ
。
県
は
新
駅
周

辺
の
市
街
地
形
成
は
行
わ
な
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
新
駅
周
辺
が
住

宅
地
・
商
業
地
等
が
可
能
と
な
っ

た
場
合
、
新
駅
を
結
ぶ
道
路
網
が

な
い
と
リ
ニ
ア
を
活
用
し
に
く
い

町
と
な
り
、
結
果
と
し
て
近
隣
市

へ
の
人
口
の
流
出
が
起
き
る
可
能

性
も
あ
る
。
本
町
か
ら
近
隣
市
を

通
過
し
、
リ
ニ
ア
新
駅
に
結
ぶ
道

路
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

道
路
網
と
合
わ
せ
、
国
母
・
常
永

両
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
周
辺

整
備
も
、
甲
府
市
、
中
央
市
と
連

携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
る
。

石
原

石
原

町
長

町
長

リニア活用の
基本構想と人事交流は

積極的な
情報収集と連携図る

未
来
の
構
想
を
乗
せ
て

リ
ニ
ア
新
駅
結
ぶ
道
路

整
備
は
喫
緊
の
課
題

リ
ニ
ア
新
駅
に
伴
う

道
路
網
等
の
整
備
は



三井　　猛 議員
み つ い たけし

町
長

三
井

眠っている都市鉱山がここに

小型家電の回収・リサイクルは

再資源化に努力していく

環
境
経
済
課
長

再
質
問

三
井

小
型
家
電
と
い
わ
れ
る

デ
ジ
カ
メ
・
携
帯
電
話
・

パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
は
金
・
銀
・
銅

な
ど
の
有
用
金
属
や
、
レ
ア
メ
タ

ル
と
い
わ
れ
る
リ
チ
ウ
ム
・
ニ
ッ

ケ
ル
・
コ
バ
ル
ト
な
ど
の
希
少
金

属
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
特
に
レ
ア
メ
タ
ル
は
世
界
的
に

需
要
が
ひ
っ
迫
し
、
価
格
が
急
騰

し
て
い
る
が
、
小
型
家
電
製
品
の

ほ
と
ん
ど
が
不
燃
物
・
不
燃
ご
み

と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
る
。
国
内

の
年
間
廃
棄
家
電
品
は
推
定
で
65

万
ト
ン
、
そ
の
中
に
有
用
金
属
は

28
万
ト
ン
、
金
額
で
8
4
4
億
円

に
な
り
、
眠
っ
て
い
る
都
市
鉱
山

と
も
い
わ
れ
る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
・
再
資
源
化
推
進

の
た
め
、
本
年
4
月
か
ら
「
小
型

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
回
収
体
制
の
で
き
た
市

町
村
か
ら
順
次
開
始
さ
れ
る
が
、

町
の
制
度
導
入
に
対
す
る
考
え
は
。

昨
年
8
月
に
「
使
用
済

小
型
電
子
機
器
等
の
再

資
源
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
成
立
し
、
本
年
か
ら
施
行
と
な

っ
た
。
こ
の
法
律
で
自
治
体
は
家

庭
か
ら
出
た
使
用
済
小
型
家
電
を

分
別
収
集
す
る
た
め
、
必
要
な
措

置
を
講
じ
、
国
認
定
の
事
業
者
に

引
き
渡
し
、
再
資
源
化
を
行
う
努

力
義
務
が
あ
る
。

　
町
で
は
小
型
家
電
に
つ
い
て
「
小

型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に
よ
る

回
収
は
し
て
い
な
い
が
、
現
状
は

一
般
収
集
の
不
燃
ご
み
と
し
て
、

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
で
の

処
理
と
、
粗
大
ご
み
一
括
収
集
で

出
さ
れ
る
不
燃
ご
み
と
し
て
町
の

委
託
業
者
で
の
処
理
の
2
通
り
の

方
法
を
行
っ
て
い
る
。

　
粗
大
ご
み
一
括
収
集
委
託
業
者

は
国
か
ら
認
定
さ
れ
て
い
る
業
者

と
業
務
委
託
し
、
粗
大
ご
み
一
括

収
集
の
折
に
小
型
家
電
を
分
別
し
、

「
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に

沿
っ
た
処
理
は
可
能
で
あ
る
。
小

型
家
電
は
粗
大
ご
み
収
集
時
に
、

試
行
的
な
対
応
を
し
た
い
。
今
後
、

先
進
自
治
体
の
状
況
を
参
考
に
、

制
度
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

小
型
家
電
は
28
分
類
、

96
品
目
に
も
及
び
、
不

燃
ご
み
の
袋
に
入
っ
て
し
ま
う
小

型
家
電
は
、
粗
大
ご
み
収
集
日
に

は
出
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
先

進
自
治
体
を
参
考
に
制
度
を
推
進

し
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
町
民
へ

の
普
及
啓
発
、
回
収
方
法
、
開
始

時
期
の
見
通
し
は
。

8
月
の

粗
大
ご

み
収
集
日
に
、
粗
大
ご
み
と
し
て

出
さ
れ
た
小
型
家
電
の
分
別
収
集

を
試
行
的
に
行
っ
た
結
果
、
1
・

6
ト
ン
が
集
ま
っ
た
。
「
小
型
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
を
、
広
報
掲
載
や
全
戸
配

布
の
チ
ラ
シ
な
ど
で
住
民
に
周
知
し
、

小
型
家
電
分
別
収
集
を
年
内
を
め

ど
に
実
施
し
た
い
。



田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

町
長

田
中

町
長

町
長

町
内
農
道
の

安
全
対
策
は

町
道
・
農
道
の

区
別
な
く
整
備

危険な農道交差点

さ
ら
に
管
理
運
用
の

方
法
を
検
討
し
て
い
く

町
有
地
の

管
理
と
運
用
は

制
度
導
入
を
さ
ら
に

検
討
し
て
い
く

指
定
管
理
者
制
度

導
入
の
検
討
結
果
は

町
内
の
農
道
は
農
業
生

産
性
向
上
の
目
的
で
整

備
さ
れ
、
一
般
住
民
の
通
勤
や
買

い
物
等
の
生
活
道
路
と
し
て
の
役

目
も
果
た
し
て
い
る
。
直
線
道
路

が
設
計
の
特
徴
で
、
信
号
機
も
な

く
危
険
な
事
故
多
発
個
所
も
あ
る
。

町
の
状
況
把
握
と
、
信
号
機
や
停

止
線
な
ど
設
置
す
る
考
え
は
。

町
道
・
農
道
と
の
区
別

な
く
、
路
面
標
示
や
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
交
通
安
全
施
設
整

備
を
行
っ
て
い
る
。
各
地
区
の
危

険
個
所
へ
の
路
面
標
示
や
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
等
設
置
の
要
望
は
申
請

に
基
づ
き
、
迅
速
に
交
通
安
全
施

設
整
備
を
実
施
し
、
交
通
安
全
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。
な
お
、
信

号
機
や
一
時
停
止
な
ど
の
交
通
規

制
を
伴
う
も
の
は
、
町
で
は
設
置

で
き
な
い
た
め
設
置
機
関
で
あ
る

公
安
委
員
会
へ
警
察
を
通
し
て
要

望
し
て
い
る
。
危
険
個
所
の
調
査

は
、
専
門
交
通
指
導
員
の
巡
回
や

各
地
区
の
交
通
安
全
指
導
員
等
が

行
っ
て
い
る
が
、
早
急
な
対
応
が

必
要
な
所
は
現
在
は
な
い
。

　

長
年
使
用
さ
れ
な
い
町

有
財
産
は
ど
の
程
度
あ
り
、

毎
年
の
コ
ス
ト
が
ど
の
く
ら
い
か

か
っ
て
い
る
の
か
、
今
後
の
管
理

や
処
分
に
対
す
る
考
え
は
。

河
東
中
島
区
の
未
利
用

地
は
、
交
番
設
置
の
た

め
に
取
得
し
た
土
地
で
、
残
地
を

所
有
し
て
い
る
が
、
売
却
を
含
め

検
討
し
た
い
。
押
原
公
園
隣
接
地

は
駐
車
場
と
し
て
取
得
し
、
財
政

状
況
が
厳
し
く
舗
装
工
事
等
は
し

て
い
な
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
時

は
臨
時
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
、

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
時
に

は
会
場
の
一
部
と
し
て
利
用
し
て

い
る
。
そ
の
他
、
有
効
活
用
可
能

な
未
利
用
地
は
な
い
が
、
公
有
財

産
台
帳
に
基
づ
き
詳
細
を
確
認
し

た
い
。

昨
年
3
月
の
一
般
質
問
で
、

指
定
管
理
者
制
度
導
入

を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
質
問
し

た
が
、
ど
の
よ
う
な
結
論
が
出
た

の
か
。

本
町
の
現
状
に
即
し
た

町
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
機
会
の
提
供
な
ど
の
観
点
か

ら
、
制
度
導
入
の
方
向
性
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

田
中

田
中



河田あけみ 議員
か わ だ

町
長

町
長

河
田

河
田

介護保険一部改正に
向けての準備は
社会福祉協議会とも連携

環
境
整
備
等
を

検
討
す
る

5
歳
児
健
診
の

必
要
性
は

2
0
6
0
年
に
は
高
齢

化
率
が
39
・
9
％
に
達
し
、

国
民
の
2
・
5
人
に
1
人
が
高
齢

者
と
な
る
社
会
が
く
る
。
町
で
は

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
健

康
推
進
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
、
認
知
症
対
策
が
特
に
必
要

に
な
る
。
時
代
と
と
も
に
予
防
事

業
も
変
わ
る
が
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
認
知
症
対
策
が
急
務
で
、

介
護
保
険
制
度
一
部
改
正
を
見
込
み
、

準
備
計
画
が
必
要
と
感
じ
る
。
町

の
考
え
は
。

健
康
寿
命
の
延
伸
を
念

頭
に
、
保
険
給
付
費
の

抑
制
を
兼
ね
予
防
事
業
に
重
点
を

置
い
て
い
る
。
制
度
改
正
の
場
合
、

保
険
給
付
費
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
一
方
、
介
護
保
険
地
域
支
援
事

業
の
予
防
事
業
の
対
象
や
事
業
を

充
実
し
、
日
常
生
活
総
合
支
援
事

業
等
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連

携
し
検
討
・
準
備
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
法
改
正
に
伴
う
本
町
の
具

体
的
方
針
・
対
応
は
、
改
正
内
容

の
決
定
を
受
け
示
し
て
い
き
た
い
。

昭
和
町
は
1
歳
半
ま
で

か
な
り
手
厚
い
健
診
を

行
っ
て
い
る
が
、
3
歳
児
検
診
が

就
学
前
最
後
の
健
診
で
、
注
意
欠
陥
・

多
動
性
障
害
な
ど
の
発
達
障
が
い

は
判
別
し
に
く
く
、
就
学
前
の
5

歳
児
健
診
で
の
早
期
治
療
・
支
援

開
始
が
必
要
だ
。
5
歳
児
健
診
を

独
自
実
施
す
る
場
合
の
費
用
と
町

の
考
え
は
。

就
学
前
健
診
に
よ
り
、

早
期
治
療
、
早
期
支
援

を
開
始
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の

健
全
育
成
や
学
校
現
場
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
に
必
要
と
考
え
る
。

し
か
し
、
支
援
体
制
等
マ
ン
パ
ワ

ー
を
中
心
と
し
た
環
境
整
備
が
必

要
で
、
他
事
業
と
の
調
整
・
優
先

度
の
検
証
等
を
踏
ま
え
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
5
歳
児
健
診
を
独
自
で
実
施
し

た
場
合
の
費
用
は
、
小
児
科
医
師
・

歯
科
医
師
等
へ
の
依
頼
の
費
用
他
、

諸
経
費
を
合
わ
せ
3
8
万
円
程
度

に
な
る
見
込
み
。

町の認知症高齢者数の移り変わり



深澤　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ

深
澤

町
長

連
結
納
税
制
度
の

見
直
し
を

制
度
見
直
し
に
は

配
慮
が
必
要

釜無工業団地航空写真

　
親
会
社
と
子
会
社
な
ど
の
企
業

グ
ル
ー
プ
を
一
つ
の
企
業
と
み
な

し
、
法
人
税
を
課
税
す
る
制
度
。

グ
ル
ー
プ
内
企
業
の
黒
字
と
赤
字

を
相
殺
で
き
、
課
税
所
得
を
圧
縮

す
る
効
果
と
、
企
業
の
国
際
競
争

力
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
。

※
連
結
納
税
制
度
と
は

本
年
7
月
の
臨
時
議
会
で
、

25
年
度
法
人
町
民
税
の

一
部
を
返
還
す
る
穴
埋
め
に
、
一

般
財
政
調
整
基
金
か
ら
1
億

1
5
0
0
万
円
を
取
り
崩
し
、
増

額
補
正
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
30
年

近
く
操
業
し
、
町
の
税
収
入
に
お

い
て
も
安
定
し
た
大
き
な
比
重
を

占
め
て
い
る
テ
ル
モ
㈱
が
米
国
の

子
会
社
組
織
再
編
に
伴
い
欠
損
金

が
出
た
た
め
で
、
テ
ル
モ
グ
ル
ー

プ
全
体
で
1
5
5
億
円
の
法
人
税

が
免
除
さ
れ
る
と
の
説
明
だ
。

　
2
0
0
2
年
か
ら
の
連
結
納
税

制
度
（
※
）
は
企
業
に
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
が
、
自
治
体
に
は
大
き
な
不

利
益
を
受
け
る
税
制
度
と
い
え
る
。

連
結
納
税
制
度
の
見
直
し
を
求
め
、

市
町
村
と
連
携
し
関
係
機
関
に
強

力
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

町
の
考
え
は
。

企
業
を
め
ぐ
る
状
況
や
、

経
済
の
取
り
引
き
も
情

報
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、

日
本
企
業
は
世
界
的
な
規
模
で
の

大
競
争
時
代
に
突
入
し
て
き
た
。

主
要
先
進
国
が
導
入
し
て
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
世
界

基
準
）
に
則
り
、
連
結
納
税
制
度

も
制
度
化
さ
れ
た
。
連
結
納
税
制

度
は
海
外
取
引
を
す
る
場
合
、
企

業
に
と
っ
て
有
利
で
国
際
競
争
力

を
測
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
海

外
の
証
券
取
引
所
で
上
場
に
使
え

る
な
ど
の
企
業
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
国
策
の
一
つ
で
あ
る
連
結
納
税

制
度
の
導
入
に
よ
り
、
市
町
村
財

政
が
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る

が
、
国
は
財
政
支
援
の
各
種
方
策

を
練
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
た

ば
こ
税
は
県
税
額
を
下
げ
、
市
町

村
税
額
を
上
げ
る
改
善
も
さ
れ
た
。

連
結
納
税
制
度
は
法
人
町
民
税
に

係
る
大
き
な
問
題
だ
が
、
改
正
の

経
緯
を
知
る
と
、
専
門
家
を
含
め

国
会
の
中
で
十
分
議
論
さ
れ
た
国

策
で
、
町
村
の
権
限
外
で
も
あ
り
、

連
結
納
税
制
度
の
見
直
し
を
求
め

る
こ
と
に
は
慎
重
な
配
慮
が
必
要

と
考
え
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果

で
状
況
が
改
善
さ
れ
て
い
る
と
い

う
報
道
も
あ
り
、
企
業
の
業
績
が

持
ち
直
し
、
法
人
税
の
納
税
額
が

上
が
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

の
っ
と



西
条
二
区
（
第
3
回
）

上
河
東
区
（
第
2
回
）

7
月
18
日
　
上
河
東
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
29
名

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
遠
藤
辰
男
　
河
住
保
茂

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
　
福
島
正
明

　
　
　
　
　
　
中
澤
康
夫

　
　
　
　
　
　
萩
原
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
塚
原
將
司

Ｑ
　
保
養
所
の
新
設
は
考
え
て
い
な
い

か
。
長
野
や
軽
井
沢
方
面
等
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

Ａ
　
今
現
在
、
山
間
地
な
ど
の
避
暑
地

は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
も
静
岡
県
牧

之
原
市
や
御
前
崎
市
の
利
用
を
進
め
て

い
く
。

Ｑ
　
県
道
市
川
三
郷
線
、
河
東
中
島
地

内
の
道
路
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ
　
現
在
下
水
道
工
事
の
仮
復
旧
中
。

平
成
25
年
9
月
か
ら
10
月
ま
で
に
は
完

全
に
復
旧
す
る
予
定
。

Ｑ
　
い
ー
な
と
う
ぶ
昭
和
直
売
所
の
売

り
上
げ
状
況
は
。

Ａ
　
開
店
後
、
5
月
ま
で
で
売
上
5
、

8
0
8
万
円
で
初
年
度
の
目
標
6
、

0
0
0
万
円
に
対
し
順
調
な
運
営
が
で

き
て
い
る
。

　開かれた議会を目指し、地域ごと

の住民の悩みや声を聴き、議論・調

査・研究を進め、昭和町の住民福祉

の向上と、地域社会の活力ある発展

を目指すのが町議会の役割です。

　井戸端会議で出された意見・要望

は結果報告書として区長に提出しま

す。すべての意見・要望を満たすわ

けにはいきませんが、議会は執行機

関と一緒になって課題解決に知恵を

絞っていきます。

（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

7
月
24
日
　
西
条
二
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
24
名

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
塚
原
將
司
　
野
中
敏
美

　
　
　
　
　
　
河
田
あ
け
み
　
林
　
和
仁

　
　
　
　
　
　
石
原
高
明

　
　
　
　
　
　
萩
原
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
長
谷
川
幸
廣
　
深
澤
克
男

Ｑ
　
地
域
活
性
化
交
付
金
で
、
区
の
運

営
費
を
地
区
間
の
格
差
や
、
区
に
加
入

し
な
い
住
民
の
加
入
活
動
等
、
組
長
の

活
動
に
対
し
て
も
手
当
等
の
補
助
見
直

し
を
。

Ａ
　
転
入
手
続
き
時
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
町
民
の
区
・
組
へ
の
加
入
促
進
を

働
き
か
け
て
い
る
。

　
地
域
活
性
化
交
付
金
は
、
各
地
区
の

世
帯
数
・
人
口
・
組
数
等
に
基
づ
い
て

算
定
し
、
町
で
は
6
事
業
分
を
ま
と
め

て
交
付
し
て
い
る
。
こ
の
6
事
業
分
の

交
付
金
は
、
事
業
ご
と
の
支
出
に
規
制

は
な
く
、
各
地
区
で
自
由
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
組
長
手
当
は
、
町
で
は
各
地
区
の
組

数
に
応
じ
て
交
付
し
て
い
る
が
、
各
地

区
間
の
格
差
が
出
な
い
よ
う
に
交
付
金

を
算
定
し
て
い
る
。

Ｑ
　
コ
ン
ビ
ニ
に
A
E
D
を
設
置
す
る

と
の
提
案
（
6
月
議
会
一
般
質
問
）
は

大
い
に
賛
成
で
あ
る
が
、
そ
の
費
用
等

は
。

Ａ
　
1
台
月
額
5
、
5
6
5
円
、
年
間

6
6
、
7
8
0
円
の
見
込
み
。
来
年
度

当
初
予
算
に
計
上
し
て
設
置
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

いつでも！どこでも！
いざという時のために



老
朽
化
し
た
消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス

築
地
新
居
区
（
第
5
回
）

上
河
東
二
区
（
第
4
回
）

8
月
16
日
　
上
河
東
二
区
集
会
所

●
出
席
者
　
 
区
民
24
名

●
参
加
議
員
 
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

 
 
 
 
 
 
長
谷
川
幸
廣
　
田
中
博
愛

 
 
 
 
 
 
深
澤
平
助
　
樋
口
敏
夫

 
 
 
 
 
 
深
澤
克
男

 
 
 
 
 
 
萩
原
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
河
住
保
茂

9
月
17
日
　
築
地
新
居
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
　
11
人

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
塚
原
將
司
　
野
中
敏
美

　
　
　
　
　
　
河
田
あ
け
み
　
林
　
和
仁

　
　
　
　
　
　
石
原
高
明

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長

Ｑ
　
補
正
予
算
で
も
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

が
年
々
増
え
て
い
る
。
年
金
だ
け
で
は

生
活
苦
に
な
り
、
生
活
保
護
受
給
者
が

増
加
す
る
と
思
う
が
、
議
会
と
し
て
方

向
性
は
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
当
局
と
同
じ
方
向
で
進
む
中
で
問

題
提
起
し
、
委
員
会
等
で
話
し
合
い
、

行
政
に
要
請
し
て
い
く
。

Ｑ
　
今
議
会
で
制
定
さ
れ
た
「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
条
例
」
の『
子
育
て
会
議
』

と
は
何
か
。

Ａ
　
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
、
子

育
て
に
関
す
る
事
業
を
進
め
る
た
め
の

会
議
。

Ｑ
　
町
内
に
あ
る
消
火
栓
ほ
か
物
品
の

老
朽
化
が
目
立
つ
。
町
の
イ
メ
ー
ジ
に

も
つ
な
が
る
の
で
対
応
を
。

Ａ
　
消
防
団
部
長
会
議
に
消
火
栓
ボ
ッ

ク
ス
の
点
検
を
お
願
い
す
る
。
老
朽
化

物
は
予
算
状
況
を
見
な
が
ら
逐
次
取
り

替
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
Ｊ
Ｒ
身
延
線
常
永
駅
は
無
人
で
不

便
だ
。
イ
オ
ン
顧
客
の
利
用
も
増
え
て

い
る
の
で
対
応
願
い
た
い
。

Ａ
　
駅
利
用
者
は
増
加
し
て
い
る
と
は

思
う
が
、
周
辺
観
光
の
拠
点
駅
で
は
な

く
、
特
急
電
車
が
停
車
し
な
い
現
状
も

含
め
、
当
面
は
町
の
臨
時
職
員
等
の
人

員
配
置
を
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
は
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
教
育
全
般
（
保
育
園
・
小
中
学
校
）
、

社
会
福
祉
、
生
涯
学
習
等
の
行
政
予
算

執
行
の
確
認
。
ま
た
そ
れ
に
伴
う
研
修

等
。

Ｑ
　
愛
育
会
の
全
戸
加
入
を
勧
め
た
ら

ど
う
か
。

Ａ
　
高
齢
化
が
進
み
、
ま
た
社
会
環
境

の
変
化
に
よ
り
働
く
女
性
が
増
え
、
価

値
観
の
相
違
な
ど
に
よ
り
、
実
質
的
な

全
戸
加
入
は
厳
し
い
。
一
括
し
て
会
費

を
納
め
て
い
る
区
も
あ
る
よ
う
だ
。

Ｑ
　
ご
み
収
集
小
屋
が
古
く
、
見
栄
え

が
良
く
な
い
。
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
ら
れ

な
い
か
。

Ａ
　
デ
ザ
イ
ン
や
色
等
に
特
に
決
ま
り

は
な
い
。
区
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

今後の井戸端会議の予定

日　程 区 担当委員会

10/29（火）

11/28（木）

11/29（金）

清水新居区

西条新田区

飯喰区

産業土木

産業土木

総　　務

常永駅に人員配置を常永駅に人員配置を常永駅に人員配置を



※掲載写真：昨年のワークショップの様子

たくさんの方のご参加お待ちしています。

　山梨学院大学との提携の中で、年に1度山梨学院大学に出向き学生とワークショップを

行っています。今年は昭和町に会場を移し、町民の代表の方々にも参加を依頼し、各立場

からの目線で意見をいただき、学生から出される提案に対し、町民、議員とで共に学習す

る会を計画しました。

・昭和町における景観政策の課題

・男女共同参画における女性の活躍

・若い世代への市民教育

・昭和町に眠る資源を発掘する

・子どもの心のケアと市町村

・市町村教育委員会の活性化について

・みんなが主役になれるふれあいサロン

・震災危険地区に対する対策について

・交通量の増加に備えた環境対策

◇開催日 平成25年11月24日（日）午後1時～

◇場　所 地域交流センター（押原中学校体育館）

～学生からの提案9項目～



議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

ごみ収集・リサイクルカレンダーに

（平成25年9月議会　質問者：三井　猛議員）

小型家電といわれるデジカメ・携帯電話・パソ
コンなどには、金・銀・銅などの有用金属や、

レアメタルといわれるリチウム・ニッケル・コバルト
などの希少金属が含まれている。リサイクル・再資源
化推進のため、平成25年4月から「小型家電リサイク
ル法」がスタートした。町の制度導入に対する考えは。

小型家電は粗大ごみ収集時に、試行的な対応を
したい。今後、先進自治体の状況を参考に制度

を推進していきたい。

平成25年下半期　ごみ収集・リサイクルカレ
ンダーに「小型家電」をごみの分類として追
加記載。毎月第4月曜日に収集する。

そ
の
後

分
別
に
心
が
け
を

21 やまなし 議会だよりしょうわ No.159
平成25年10月22日発行



地域交流センターの屋根に設置された太陽光パネル。
1日約145kWhで自然エネルギーの有効活用に期待。

災害時に危険が想定されていた、西条小
学校体育館の吊り天井の改修現場。

山梨学院大学教授との勉強会が7月、8月、9月と開かれました。

●地域医療に関する諸問題

医療費の自治体間格差等（96条改正ほか）

●憲法改正論議の歴史と現下の改憲論 ●議会を巡る諸問題

（地方議会選挙でのインター
　ネット活用等について）

今井　　久　教授
ひさし

鈴木　　敦　専任講師
あつし

今村都南雄　教授
つ な お

～産業土木常任委員会で太陽光パネル設置状況・体育館天井改修工事を視察しました～



議員防災訓練、○○○堤を現場調査。1

平成24年度決算、歳入総額○○億1863万円。2

常永小学校に続き、○○小学校にも耐震性貯水槽設置。3

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

議会だより159号（この号）を読んでくださいヒント

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

《応募方法》
はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」を記入
してください。FAXやメールも受け付けます。
議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-5250　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》
　11月末日　消印有効

158号クイズの答え
①　甲府
② 　71
③　紙漉阿原

　町民の健康管理について、多くの予算をかけて下さることはあ
りがたいことです。26年度から管理栄養士を設置することに敬意
を申しあげます。「健康日本21」および「健やか山梨21」を目標
に、町民の健康管理に重点を置き、健康寿命の伸長・医療費の削
減にも寄与するものと思います。
　本町「議会だより」が、いつも他の自治体の模範になっている
のも各議員・議会事務局の真摯な気持ちの表れだと感じます。こ
れからもより良い「議会だより」でありますよう期待し、ご活躍
をお祈り申し上げます。

メールでもご意見をいただきました

前号158号・P11（林議員再

質問）の中で、ルビの箇所

が間違っていました。

正しくは「鬱」です。お詫び

して訂正いたします。

うつ
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No.

2
0
1
3
.1
0
.2
2

T
E
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T
E
L
.

FA
X
. 0
5
5
-2
7
5
-8
8
4
2（
直通

）
0
5
5
-2
7
5
-2
1
1
1
㈹

0
5
5
-2
7
5
-5
2
5
0

山
梨
県
昭
和
町
議
会

〒
4
0
9
-3
8
8
0

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
5
4
2
-2

■
発
　
行

議
長

　萩
原
　
馨

■
発
行
人
　

広
報
編
集
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
昭
和
町
に
来
た
の
は
、
末
の
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
年
で
、
16
年
前
。
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
狭
い
借

家
を
走
り
回
っ
て
い
る
中
、
3
人
目
が
生
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
、
小
さ
い
家
を
建
て
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。
職
場
に
近
く
、
子
ど
も
の
登
下
校
の
心

配
の
な
い
と
こ
ろ
、
日
常
の
買
い
物
に
不
便
が
な
く
、

明
る
く
風
通
し
が
よ
く
水
の
お
い
し
い
と
こ
ろ
、

税
金
も
安
い
と
う
れ
し
い
し
、
万
一
私
が
単
身
赴

任
に
な
っ
て
も
高
速
の
Ｉ
Ｃ
に
近
く
帰
り
や
す
い

と
こ
ろ
…
、
と
調
べ
て
い
く
と
、
昭
和
町
が
浮
か

び
上
が
っ
た
の
で
す
。

　
実
際
に
住
ん
で
み
る
と
、
町
の
中
に
昔
か
ら
の

人
と
人
と
の
優
し
い
つ
な
が
り
が
残
っ
て
い
る
場

所
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
毎
朝
、
ご
近
所
の
方
に
あ
い
さ
つ
を
し
な
が

ら
学
校
に
行
き
、
午
後
は
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る

お
年
寄
り
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
つ
い
で
に

犬
の
頭
を
な
で
さ
せ
て
も
ら
い
、
美
容
院
の
ご
主

人
に
手
を
振
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
近
所
の
神
社
の
お
祭
り
で
、
毎
年
神
輿
を
担
ぐ

こ
と
や
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
や
地
区
の
運
動
会
も
楽

し
み
で
し
た
。
悪
い
予
想
が
当
た
り
、
私
が
単
身

赴
任
と
な
っ
た
数
年
間
も
、
家
内
と
子
ど
も
た
ち

は
不
安
な
く
生
活
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

親
の
元
を
離
れ
つ
つ
あ
る
今
、
町
の
皆
さ
ま
が
子

ど
も
を
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
な
、
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
私
は
飯
喰
区
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
幼
か
っ

た
こ
ろ
は
川
で
の
水
遊
び
や
魚
と
り
、
ホ
タ
ル
や

カ
ブ
ト
ム
シ
採
り
と
大
自
然
が
友
達
で
し
た
。

　
米
麦
を
中
心
に
近
郊
野
菜
栽
培
が
盛
ん
で
、
朝

早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
き
、
子
ど
も
ま
で
も
泥

ん
こ
に
な
っ
て
手
伝
い
を
し
た
も
の
で
す
。

　
1
0
0
％
近
く
専
業
農
家
で
あ
り
ま
し
た
が
、

時
代
の
流
れ
と
共
に
段
々
と
兼
業
農
家
や
離
農
す

る
人
が
増
え
、
農
業
後
継
者
不
足
が
深
刻
化
し
た
折
、

町
施
策
と
し
て
平
成
15
年
に
常
永
地
区
開
発
計
画

の
準
備
組
合
が
立
ち
あ
が
り
、
諸
問
題
を
抱
え
な

が
ら
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、
町
や
地
域
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
よ
う

や
く
平
成
20
年
に
常
永
土
地
区
画
整
理
組
合
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
も
役
員
と
し
て
微
力
な
が
ら
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
83
・
4
㌶
の
区
画
整
理

地
内
に
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
進
出
で

急
速
に
都
市
化
し
、
新
興
住
宅
が
増
え
将
来
を
託

す
若
い
人
の
転
入
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
飯
喰
区
は
様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、

古
き
伝
統
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
し
て
い
る
町
づ

く
り
に
は
自
慢
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
い
か
に
地
域
が
発
展
し
よ
う
と
も
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
昭
和
町
を
残

し
て
い
く
事
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

育
て
て
も
ら
っ
た
町

飯
喰
地
区
の
今
昔

西
条
新
田
区

飯
島
　
　
純
さん

い
い

じ
ま

き
よ
む

飯
喰
区小

沢
　
　
馨
さん

お

か
お
る

ざ
わ

次
回
定
例
会
は

次
回
定
例
会
は

次
回
定
例
会
は

12
月
10
日

1212
月
1010
日
（
火
）開
催
予
定
で
す

（
火
）開
催
予
定
で
す

（
火
）開
催
予
定
で
す

次
回
定
例
会
は

次
回
定
例
会
は

12
月
10
日

12
月
10
日
（
火
）開
催
予
定
で
す

（
火
）開
催
予
定
で
す

（
今
澤
・
小
林
）

（
今
澤
・
小
林
）

●
広
報
編
集
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
　
石
原
　
高
明

　
副
委
員
長
　
　
林
　
　
和
仁

　
委
　
　
員
　
　
河
田
あ
け
み
　
三
井
　
　
猛

　
　
　
　
　
　
　
河
住
　
保
茂
 
深
澤
　
克
男

昭和町議会を伝える！
～議会広報に！議会改革！視察研修受入～

福島県矢吹町議会……議会基本条例ほか7
29

沖縄県嘉手納町議会…議会広報について7
31

長野県飯島町議会……議会広報について10
3

　視察を受け入れたことで、さらなる改革への励みと

なります。皆さまに開かれた議会、身近な議会と感じ

られるよう、日々がんばっていきます。


